
15

竜
巻

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
今
年
に
入
っ
て
、
日
本
各

地
で
竜
巻
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
竜
巻
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

▪
竜
巻
と
は

　

発
達
し
た
積

乱
雲
に
伴
っ
て

発
生
す
る
激

し
い
渦
巻
き
で

す
。
台
風
、
前

線
、
低
気
圧
な
ど
に
伴
っ
て
発
生
し
ま

す
。
短
期
間
で
狭
い
範
囲
に
集
中
し
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
竜
巻
は
日
本
中
ど
こ
で
も
季

節
を
問
わ
ず
発
生
し
ま
す
。

▪
竜
巻
注
意
情
報
と
は

　

竜
巻
の
発
生
す
る
危
険
な
気
象
状
況

を
お
知
ら
せ
し
て
、
竜
巻
へ
の
注
意
を

呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。「
今
ま
さ
に

竜
巻
の
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
」
で

あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
県
ご

と
に
発
表
し
、
有
効
時
間
は
１
時
間
で

す
が
、
注
意
す
べ
き
状
況
が
続
く
場
合

に
は
、
再
度
発
表
し
ま
す
。

※
発
生
を
事
前
に
予
測
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

▪
竜
巻
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

　
「
空
が
急
に
真
っ
暗
に
な
る
」「
大
粒

の
雨
や
ひ
ょ
う
が
降
り
出
す
」「
雷
が

発
生
す
る
」
な
ど
、
発
達
し
た
積
乱
雲

が
近
づ
く
兆
し
が
あ
る
場
合
に
は
、
頑

丈
な
建
物
に
避
難
す
る
な
ど
、
安
全
確

保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▪
竜
巻
が
間
近
に
迫
っ
た
ら

◉
屋
内
で
は

　

窓
や
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、
窓
か
ら
離
れ

て
く
だ
さ
い
。
１
階
の
窓
が
な
い
部
屋
に

移
動
し
、
机
の
下
に
入
る
な
ど
身
を
小

さ
く
し
て
頭
を
守
って
く
だ
さ
い
。

◉
屋
外
で
は

　

頑
丈
な
建
物
内
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
物
置
や
車
庫
の
中
は
危
険
で
す
。

屋
内
に
避
難
で
き
な
い
場
合
、
電
柱
や
太

い
樹
木
の
倒
壊
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

　５月１６日（水）～１９日（土）、田原市長と田原市議会
議長を含む公式訪問団６人が、田原市の姉妹都市で
ある韓国ソウル特別市銅雀区と江

カンウォンドウ

原道旌善郡を訪れ
ました。
◉銅雀区では交流を深めていくことを確認
　一行は、まず区内のボランティアセンターを見学。市
民がボランティアを行った時間を貯蓄し、本人や家族
がボランティアを必要とするときに利用できる制度など
を学びました。その後、銅雀区庁長や銅雀区議会議
長を表敬訪問。同区庁長と同議長は、平成22年に田
原市を訪れてい
ることもあり、お
互いに再会を喜
ぶとともに、今後
も姉妹都市交流

を深めていくことを確認しました。
◉旌善郡では観光・農業分野などでの交流に合意
　旌善郡は、韓国北部にある江原道の高原地帯にあ
る郡で、ソウルから西へ車で約３時間。西に隣接する
平
ピョンチャン

昌郡は、２０１８年冬季オリンピックの開催地で、旌
善郡もスキー競技の開催地になっています。
　一行は、旌善郡守や旌善郡議会議長を表敬訪問。
同郡守は、平成23年に田原市を訪れ
ました。今後は、観光や農業をはじめ、
幅広い分野での交流推進に渥美半
島観光ビューローが合意しました。
　また、田原市の市

いち

と同じように、「２と
７」のつく日に開催される「二・七の市」や、旌善郡が整
備を進める体験型の観光施設などを視察しました。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

■国内外との交流・多文化共生

韓国銅
トンジャク

雀区と旌
チョンソン

善郡を田原市長などが訪問
田原市公式訪問団の現地での様子や訪問の成果などをご紹介します。

▲活気のある旌善郡の二・七の市

▲田原市公式訪問団と銅雀区関係者

▲田原市長と旌善
郡守（写真右）
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